
(57)【要約】

　本発明は、同一タイプの４本以下の平行トラックであ

ってトラックごとに複数台の自走式かご（３１，３２，

３３，３４）を稼働させることに適合されたものと、ト

ラックの切り換え、並びにかご（３１，３２，３３，３

４）の一時パーキング、方向転換、及び相互すれ違いを

許容する少なくとも１つの移動装置（４１０，５１０，

７１０）とを有するエレベータシャフトに関する。複数

台のエレベータかごが四辺形シャフト内の１本のトラッ

クを共同利用することができるよう、本発明に従い、エ

レベータシャフト（５，６５）が、それぞれ独立したト

ラックを備えた４つ以下の区画（１１，１２，１３，１

４；６１１，６１２，６１３，６１４）を含む四辺形断

面を有し、前記かご（３１，３２，３３，３４）の外側

に位置する角を通って水平に延びる軸（１５，１６，１

７，１８；６０１，６０２）が、同じく前記かご（３１

，３２，３３，３４）の外側の角を通る仮想円の中心（

１００）を通り、かつ、前記中心（１００）が同時に該

エレベータシャフト（５，６５）及び挿入された前記移

動装置（４１０，５１０，７１０）の中心点を形成する
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 同 一 タ イ プ の ４ 本 以 下 の 平 行 ト ラ ッ ク で あ っ て ト ラ ッ ク ご と に 複 数 台 の 自 走 式 か ご （ ３
１ ， ３ ２ ， ３ ３ ， ３ ４ ） を 稼 働 さ せ る こ と に 適 合 さ れ た も の と 、
　 ト ラ ッ ク の 切 り 換 え 、 並 び に か ご （ ３ １ ， ３ ２ ， ３ ３ ， ３ ４ ） の 一 時 パ ー キ ン グ 、 方 向
転 換 、 及 び 相 互 す れ 違 い を 許 容 す る 少 な く と も １ つ の 移 動 装 置 （ ４ １ ０ ， ５ １ ０ ， ７ １ ０
） と 、
を 有 す る エ レ ベ ー タ シ ャ フ ト で あ っ て 、
　 該 エ レ ベ ー タ シ ャ フ ト （ ５ ， ６ ５ ） が 、 そ れ ぞ れ 独 立 し た ト ラ ッ ク を 備 え た ４ つ 以 下 の
区 画 （ １ １ ， １ ２ ， １ ３ ， １ ４ ； ６ １ １ ， ６ １ ２ ， ６ １ ３ ， ６ １ ４ ） を 含 む 四 辺 形 断 面 を
有 し 、
　 前 記 か ご （ ３ １ ， ３ ２ ， ３ ３ ， ３ ４ ） の 外 側 に 位 置 す る 角 を 通 っ て 水 平 に 延 び る 軸 （ １
５ ， １ ６ ， １ ７ ， １ ８ ； ６ ０ １ ， ６ ０ ２ ） が 、 同 じ く 前 記 か ご （ ３ １ ， ３ ２ ， ３ ３ ， ３ ４
） の 外 側 の 角 を 通 る 仮 想 円 の 中 心 （ １ ０ ０ ） を 通 り 、 か つ 、 前 記 中 心 （ １ ０ ０ ） が 同 時 に
該 エ レ ベ ー タ シ ャ フ ト （ ５ ， ６ ５ ） 及 び 挿 入 さ れ た 前 記 移 動 装 置 （ ４ １ ０ ， ５ １ ０ ， ７ １
０ ） の 中 心 点 を 形 成 す る よ う 、 前 記 区 画 （ １ １ ， １ ２ ， １ ３ ， １ ４ ； ６ １ １ ， ６ １ ２ ， ６
１ ３ ， ６ １ ４ ） が そ れ ぞ れ 配 置 さ れ る こ と 、
を 特 徴 と す る エ レ ベ ー タ シ ャ フ ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の エ レ ベ ー タ シ ャ フ ト に お い て 、 該 エ レ ベ ー タ シ ャ フ ト が 、 単 一 区 画 又
は ２ 区 画 又 は ３ 区 画 を 有 す る 部 分 シ ャ フ ト （ ５ ． １ ， ５ ． ２ ） と し て 構 成 さ れ る こ と を 特
徴 と す る も の 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の エ レ ベ ー タ シ ャ フ ト に お い て 、 上 記 移 動 装 置 （ ４ １ ０ ， ５ １ ０ ， ７ １
０ ） が 、 最 大 で ４ 台 の か ご （ ３ １ ， ３ ２ ， ３ ３ ， ３ ４ ） を 収 容 す る た め の ４ つ 以 下 の 区 画
を 有 す る 直 交 ス パ イ ダ と し て 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の エ レ ベ ー タ シ ャ フ ト に お い て 、 上 記 移 動 装 置 （ ４ １ ０ ， ５ １ ０ ， ７ １
０ ） が 、 該 シ ャ フ ト （ ５ ， ６ ５ ） の 始 点 及 び 終 点 、 又 は 任 意 の 所 望 の 停 止 点 で 該 シ ャ フ ト
（ ５ ， ６ ５ ） に 挿 入 さ れ る こ と を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の エ レ ベ ー タ シ ャ フ ト に お い て 、 該 シ ャ フ ト 及 び か ご の 出 入 り が コ ー ナ
ー を 介 し て 行 わ れ 、 シ ャ フ ト ド ア 及 び か ご ド ア の ド ア 板 （ ６ ， ７ ） が 直 角 に 会 合 す る こ と
を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の エ レ ベ ー タ シ ャ フ ト に お い て 、 上 記 ス パ イ ダ （ ７ １ ０ ） が 卍 形 に 構 成
さ れ る こ と を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の エ レ ベ ー タ シ ャ フ ト に お い て 、 上 記 か ご （ ３ １ ， ３ ２ ， ３ ３ ， ３ ４ ）
の 乗 降 が 、 外 側 に 位 置 す る 端 面 及 び 竪 形 エ レ ベ ー タ ド ア （ ７ ６ ） を 介 し て 行 わ れ る こ と を
特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か に 記 載 の エ レ ベ ー タ シ ャ フ ト に お い て 、 上 記 移 動 装 置 （ ４ １ ０
） の シ ャ フ ト ド ア （ ４ ７ ） が 、 独 立 し た 駆 動 装 置 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か に 記 載 の エ レ ベ ー タ シ ャ フ ト に お い て 、 該 シ ャ フ ト 内 の ト ラ ッ
ク が 、 か ご （ ３ １ ， ３ ２ ， ３ ３ ， ３ ４ ） の 稼 働 用 に リ ニ ア モ ー タ （ ６ ０ ３ ， ６ ０ ４ ） を 備
え る こ と を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 １ ～ ９ の い ず れ か に 記 載 の エ レ ベ ー タ シ ャ フ ト に お い て 、 該 シ ャ フ ト 内 の ト ラ ッ
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ク が 、 か ご （ ３ １ ， ３ ２ ， ３ ３ ， ３ ４ ） の 稼 働 用 に 摩 擦 駆 動 装 置 （ ２ ０ ， ２ １ ） を 備 え る
こ と を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の エ レ ベ ー タ シ ャ フ ト に お い て 、 上 記 ス パ イ ダ （ ４ １ ０ ， ５ １ ０ ， ７ １
０ ） の 区 画 が 頂 部 及 び 底 部 に お い て 開 放 さ れ て お り 、 か つ 、 上 記 か ご （ ３ １ ， ３ ２ ， ３ ３
， ３ ４ ） が 前 記 頂 部 又 は 底 部 か ら 前 記 区 画 内 に 進 入 し 、 前 記 区 画 を 通 過 す る こ と が で き る
こ と を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の エ レ ベ ー タ シ ャ フ ト に お い て 、 上 記 ス パ イ ダ （ ４ １ ０ ， ５ １ ０ ， ７ １
０ ） が ロ ッ ク 装 置 及 び 警 報 装 置 を 備 え 、 か つ 、 こ れ ら 装 置 が 、 回 転 運 動 に 続 い て 上 記 区 画
（ ４ １ １ ， ４ １ ２ ， ４ １ ３ ， ４ １ ４ ； ５ １ ４ ） が 再 び ト ラ ッ ク の 真 上 に 位 置 付 け ら れ る と
作 動 さ せ ら れ る こ と を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の エ レ ベ ー タ シ ャ フ ト に お い て 、 該 エ レ ベ ー タ シ ャ フ ト （ ６ ５ ） が 矩 形
の 基 部 を 有 し 、 か つ 、 上 記 移 動 装 置 （ ７ １ ０ ） が 円 形 の 基 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る も
の 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 １ ～ １ ３ の い ず れ か に 記 載 の エ レ ベ ー タ シ ャ フ ト に お い て 、 複 数 の 移 動 装 置 （ ４
１ ０ ， ５ １ ０ ， ７ １ ０ ） が 互 い に 上 下 に 配 置 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 １ ～ １ ４ の い ず れ か に 記 載 の エ レ ベ ー タ シ ャ フ ト に お い て 、 該 シ ャ フ ト （ ５ ； ６
５ ） 内 の ト ラ ッ ク が 、 上 記 移 動 装 置 （ ４ １ ０ ， ５ １ ０ ， ７ １ ０ ） を 含 め 、 か ご の 混 成 式 稼
働 用 に 摩 擦 駆 動 装 置 及 び リ ニ ア モ ー タ を 備 え る こ と を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の エ レ ベ ー タ シ ャ フ ト に お い て 、 上 記 移 動 装 置 （ ５ １ ０ ） が 、 単 一 の か
ご （ ３ ４ ） を 収 容 す る た め の 、 左 右 回 り に 旋 回 す る 区 画 （ ５ １ ４ ） を 有 す る 半 円 と し て 形
成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る も の 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 請 求 項 １ の 前 文 に 記 載 の 特 徴 を 有 す る エ レ ベ ー タ シ ャ フ ト に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 現 在 、 ビ ル 内 の 垂 直 方 向 輸 送 は 、 基 本 的 に 、 ロ ー プ 式 又 は 油 圧 式 の エ レ ベ ー タ を 使 用 し
て 行 わ れ て い る 。 そ の 特 殊 な 構 造 か ら 、 エ レ ベ ー タ の 各 々 の か ご に は そ れ ぞ れ 専 用 の シ ャ
フ ト が 必 要 で あ る 。 こ の こ と は 、 複 数 台 の か ご が 同 時 に １ 本 の シ ャ フ ト ト ラ ッ ク を 利 用 す
る こ と が で き な い こ と を 意 味 し て い る 。 従 っ て 、 高 層 ビ ル の 場 合 、 ビ ル 内 包 空 間 の 30％ ま
で が 専 ら エ レ ベ ー タ シ ャ フ ト の た め に 必 要 と さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 コ ス ト パ フ ォ ー マ ン ス の よ り 優 れ た シ ス テ ム と は 、 交 通 量 に 応 じ て 複 数 台 の か ご が エ レ
ベ ー タ シ ャ フ ト 内 の 同 一 ト ラ ッ ク を 利 用 し 得 る シ ス テ ム で あ る 。 こ う し て 、 従 来 の エ レ ベ
ー タ に 比 較 し て 、 よ り 少 な い 内 包 空 間 を 活 用 し て 輸 送 能 力 を 著 し く 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 間 に 、 従 来 の ２ 台 の カ ウ ン タ ウ ェ イ ト 式 エ レ ベ ー タ が １ 本 の エ レ ベ ー タ シ ャ フ ト を
共 有 す る 最 初 の タ イ プ が 市 場 に 登 場 し た 。 こ れ に よ り 、 エ レ ベ ー タ シ ャ フ ト の 利 用 率 は ほ
ぼ 倍 化 し た 。 但 し 、 こ の 解 決 法 に は 、 ２ 台 の か ご の 各 々 が 最 終 停 止 箇 所 に 到 達 で き な い と
い う 短 所 が あ る 。 更 に 、 １ 本 の シ ャ フ ト に ２ 台 を 上 回 る 数 の か ご を 使 用 す る 可 能 性 が 、 ロ
ー プ と カ ウ ン タ ウ ェ イ ト と に よ っ て 制 限 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 よ り 優 れ た か つ 柔 軟 な シ ャ フ ト の 利 用 は 、 例 え ば リ ニ ア モ ー タ 又 は 摩 擦 駆 動 装 置 に よ っ
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て 駆 動 さ れ る 自 走 式 か ご に よ り 達 成 さ れ る 。 以 下 に 述 べ る 解 決 法 は 、 エ レ ベ ー タ シ ャ フ ト
内 の こ の よ う な 自 走 式 か ご を 基 礎 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 刊 行 物 や 特 許 明 細 書 に は 、 エ レ ベ ー タ シ ャ フ ト の 多 重 利 用 を 実 現 す る た め の 数 多 く の 解
決 法 が 記 載 さ れ て い る 。 こ れ ら の 解 決 法 は 、 通 例 、 少 な く と も ２ 本 の エ レ ベ ー タ シ ャ フ ト
に よ る か ご の 循 環 式 移 動 を 実 現 す る 。 こ の 場 合 、 交 通 量 に 応 じ て 、 所 望 の 台 数 の か ご を 使
用 す る こ と が 可 能 で あ る 。 更 に 、 シ ャ フ ト 内 の 交 通 の 流 れ は た だ 一 方 向 に 行 わ れ る た め 、
シ ス テ ム の 技 術 的 構 成 は 全 体 と し て 簡 易 化 さ れ 、 衝 突 の 危 険 は 減 る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う な シ ス テ ム は 、 次 の よ う な 理 由 か ら 、 こ れ ま で の と こ ろ 活 用 さ れ る に 至 っ て い
な い 。 即 ち 、 こ の シ ャ フ ト シ ス テ ム 用 の 、 と り わ け 自 走 式 か ご を 一 方 の シ ャ フ ト か ら 他 方
の シ ャ フ ト に 移 動 さ せ る た め の コ ス ト パ フ ォ ー マ ン ス に 優 れ た 解 決 法 を 見 出 す こ と が で き
な か っ た 、 と い う 理 由 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ド イ ツ 実 用 新 案 登 録 第 202 06 290 U1号 に は 、 単 純 明 快 な シ ス テ ム が 記 載 さ れ て い る 。
但 し 、 同 所 に 開 示 さ れ た 解 決 法 に は 、 円 筒 形 の シ ャ フ ト シ ス テ ム が 必 要 で あ る 。 か ご も 一
部 円 筒 形 で な け れ ば な ら な い 。 こ の た め 、 シ ャ フ ト ド ア と か ご ド ア の い ず れ も が 湾 曲 し て
い な け れ ば な ら ず 、 生 産 コ ス ト が 大 幅 に 上 昇 す る 。 加 え て 、 か ご と シ ャ フ ト が 一 部 円 筒 形
で 実 現 さ れ な け れ ば な ら な い た め 、 少 な く と も そ れ ら の 実 際 の 使 用 に 関 す る 限 り 、 慣 れ が
必 要 と な る 。
【 特 許 文 献 １ 】 ド イ ツ 実 用 新 案 登 録 第 202 06 290 U1号
【 特 許 文 献 ２ 】 米 国 特 許 出 願 公 開 第 2003/217893 A1号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 複 数 台 の エ レ ベ ー タ か ご が 四 辺 形 シ ャ フ ト 内 の １ 本 の ト ラ ッ ク を 共 同
利 用 す る こ と が で き る よ う 、 冒 頭 に 述 べ た 類 の エ レ ベ ー タ シ ャ フ ト を 構 成 す る こ と で あ る
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 目 的 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 特 徴 を 有 す る エ レ ベ ー タ シ ャ フ ト に よ っ て 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ っ て 達 成 さ れ る 利 点 は 、 特 に 、 次 の よ う な 点 に あ る 。 即 ち 、 １ 本 の ト ラ ッ ク
が 同 時 に 複 数 台 の か ご に よ っ て 利 用 さ れ る 方 式 を 、 角 を 有 す る シ ャ フ ト 及 び か ご を 含 む 現
在 通 例 の 設 計 に よ り コ ス ト パ フ ォ ー マ ン ス に 優 れ た 形 で 実 現 し 得 る 、 と い う 点 で あ る 。 本
発 明 に よ り 、 １ 本 の ト ラ ッ ク し か 備 え て い な い エ レ ベ ー タ シ ャ フ ト を ４ 台 以 下 の 自 走 式 か
ご に よ っ て 利 用 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ４ 本 以 下 の 独 立 し た ト ラ ッ ク を 、 完 全 に 装 備 さ れ た エ レ ベ ー タ シ ャ フ ト 内 に 互 い に 平 行
に 配 備 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ト ラ ッ ク が 適 切 に 装 備 さ れ て い れ ば 、 リ ニ ア モ ー タ 又 は 摩 擦 駆 動 装 置 に よ り 或 い は 混 成
駆 動 方 式 で 自 走 式 か ご を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ト ラ ッ ク の 相 互 連 結 は 、 移 動 装 置 に よ っ て 実 現 さ れ る 。 こ の 移 動 装 置 は 、 シ ャ フ ト 内 の
任 意 の 所 望 の 箇 所 に 配 備 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 多 機 能 移 動 装 置 に よ っ て 、 か ご を 一 時 的 に パ ー キ ン グ し た り 、 一 方 の ト ラ ッ ク か ら 他 方
の ト ラ ッ ク へ と 転 路 さ せ る こ と が で き る 。 こ う し て 、 極 め て 多 様 な 異 な る 要 求 （ 例 え ば 、
か ご の 循 環 運 動 、 か ご の 相 互 す れ 違 い 又 は か ご 頻 度 の 交 通 量 へ の 適 合 化 の 能 力 ） に 対 処 す
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る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 か ご は 、 鉄 道 駅 と 同 様 に 、 移 動 装 置 に 両 側 か ら 進 入 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 と り
わ け ビ ル が 爆 発 に よ っ て 途 中 で 全 面 的 又 は 部 分 的 に 破 壊 さ れ た 場 合 に も 、 特 に 高 レ ベ ル の
災 害 防 止 を 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 高 レ ベ ル の 災 害 防 止 を 達 成 す る た め 、 少 な く と も ２ 本 の ト ラ ッ ク を 有 す る シ ャ フ ト
内 に 一 定 の 間 隔 で 複 数 の 移 動 装 置 が 配 備 さ れ る 。 も し ビ ル が 、 シ ャ フ ト を 含 め て 、 途 中 で
破 壊 さ れ れ ば 、 制 御 シ ス テ ム に よ っ て 当 該 被 災 部 分 は 稼 働 停 止 さ れ る 。 独 立 し た 循 環 運 動
に よ り 、 当 該 被 災 部 分 の ビ ル 下 層 区 域 及 び ビ ル 上 層 区 域 の シ ャ フ ト で は 稼 働 を 継 続 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
［ 代 表 的 な 実 施 形 態 ］
　 本 発 明 の 目 的 は 、 極 め て 多 様 な 要 求 に 対 処 し 得 る に も 関 わ ら ず 大 幅 に 規 格 化 が 可 能 な 、
コ ス ト パ フ ォ ー マ ン ス に 優 れ た ビ ル 内 人 員 輸 送 交 通 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 に ２ つ の 代 表 的 な 実 施 形 態 を 説 明 す る 。 い ず れ の 実 施 形 態 も 略 同 一 の 機 能 を 実 現 す
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 交 通 シ ス テ ム は 、 多 重 利 用 シ ャ フ ト 及 び 移 動 装 置 を 備 え る 。 完 全 に 装 備 さ れ た 四 辺
形 多 重 利 用 シ ャ フ ト は 、 等 し い ４ 区 画 に 区 分 さ れ る 。 各 区 画 は 、 複 数 台 の 自 走 式 か ご を 同
時 に 稼 働 さ せ る た め の １ つ の ト ラ ッ ク を 含 む 。 ト ラ ッ ク と か ご は 、 様 々 な タ イ プ の 駆 動 装
置 （ 例 え ば 、 摩 擦 駆 動 装 置 又 は リ ニ ア モ ー タ 駆 動 装 置 ） の た め に 装 備 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 記 移 動 装 置 は 、 全 体 と し て 、 シ ス テ ム の 始 発 ス テ ー シ ョ ン 又 は エ ン ド ス テ ー シ ョ ン を
形 成 す る 。 こ の 移 動 装 置 を 中 間 ス テ ー シ ョ ン と し て シ ャ フ ト 内 の 所 望 の 箇 所 に 配 備 す る こ
と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 移 動 装 置 は 多 機 能 ハ ブ と し て 機 能 す る 。 こ れ に よ っ て 、 か ご は ト ラ ッ ク を 切 り 換 え
、 方 向 を 変 え 、 相 互 に す れ 違 い 、 更 に 一 時 パ ー キ ン グ を 行 う こ と が で き る 。 但 し 、 か ご が
同 じ ト ラ ッ ク に 留 ま り 、 単 に 移 動 装 置 を 通 過 す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ の 移 動 装 置 が 中 間
ス テ ー シ ョ ン と し て 使 用 さ れ る 場 合 に は 、 高 層 ビ ル 内 の 交 通 を 比 較 的 大 き な 区 域 に 区 分 す
る こ と が で き る 。 こ う し て 、 ビ ル 内 に ア ク シ デ ン ト が 発 生 し た 場 合 に 、 そ の 影 響 を 受 け る
区 域 の 稼 動 を 停 止 さ せ 、 そ の 上 層 区 域 又 は 下 層 区 域 に 悪 影 響 が 及 ば な い よ う に す る こ と が
可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 下 に 、 本 発 明 の 選 択 し た ２ つ の 代 表 的 な 実 施 形 態 を 説 明 す る と 共 に 図 示 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
［ 使 用 例 １ ］
　 図 １ は 、 第 １ の 使 用 例 １ と し て 、 正 方 形 断 面 を 有 す る シ ャ フ ト ５ を 示 す 。 こ の 正 方 形 断
面 は 、 直 交 十 字 １ ０ に よ っ て 等 し い ４ 区 画 １ １ ， １ ２ ， １ ３ ， １ ４ に 区 分 さ れ て い る 。 区
画 １ １ ， １ ２ ， １ ３ ， １ ４ の 各 々 は ト ラ ッ ク を 備 え る 。 こ の 目 的 の た め 、 十 字 １ ０ の 肢 部
９ の 両 面 に は 垂 直 ガ イ ド レ ー ル ２ １ が 設 け ら れ る 。 １ 区 画 内 の ガ イ ド レ ー ル ２ １ は 互 い に
直 角 に 配 置 さ れ る 。 本 実 施 例 で は 、 こ れ ら ガ イ ド レ ー ル は 、 自 走 式 か ご ３ １ ， ３ ２ ， ３ ３
， ３ ４ を 稼 働 さ せ る 専 用 の 摩 擦 駆 動 装 置 に よ り 構 成 さ れ る 。 ロ ー ラ ２ ０ は そ れ ぞ れ レ ー ル
２ １ に 圧 接 さ れ て お り 、 こ の 目 的 の た め に 、 制 御 式 駆 動 装 置 を 備 え て い る 。 動 力 は 垂 直 な
導 体 レ ー ル （ 図 示 せ ず ） を 経 て 供 給 さ れ る 。 ４ 本 の ト ラ ッ ク は 次 の よ う に 配 置 さ れ る 。 即
ち 、 か ご ３ １ ， ３ ２ ， ３ ３ ， ３ ４ の 外 側 に 位 置 す る 角 ２ を 通 っ て 水 平 に 延 び る 軸 １ ５ ， １
６ ， １ ７ ， １ ８ が 、 同 じ く か ご ３ １ ， ３ ２ ， ３ ３ ， ３ ４ の 外 側 の 角 ２ を 通 る 仮 想 円 の 中 心
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１ ０ ０ を 通 り 、 か つ 、 こ の 中 心 １ ０ ０ が 同 時 に エ レ ベ ー タ シ ャ フ ト ５ 及 び 配 備 さ れ た 移 動
装 置 の 中 心 点 を 形 成 す る よ う 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 か ご ３ １ ， ３ ２ ， ３ ３ ， ３ ４ 及 び ４ 本 の シ ャ フ ト 区 画 １ １ ， １ ２ ， １ ３ ， １ ４ は そ れ ぞ
れ コ ー ナ ー 乗 降 口 を 有 し て い る 。 そ の た め 、 か ご ド ア ６ 及 び シ ャ フ ト ド ア ７ は そ れ ぞ れ 互
い に 直 角 に 走 行 し 、 軸 １ ５ ， １ ６ ， １ ７ ， １ ８ で 会 合 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ２ は 、 図 １ に 示 し た シ ャ フ ト ５ を 、 同 じ 構 造 で あ る が 互 い に 隣 接 配 置 さ れ た ２ 区 画 及
び ／ 又 は ２ 本 の ト ラ ッ ク だ け を 備 え た 部 分 シ ャ フ ト ５ ． ２ と し て 示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 小 規 模 の 用 途 向 け に 、 図 ３ は 、 図 １ に 示 し た シ ャ フ ト ５ を 、 同 じ 構 造 で あ る が １ 区 画 及
び ／ 又 は １ 本 の ト ラ ッ ク だ け を 備 え た 部 分 シ ャ フ ト ５ ． ３ と し て 示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
［ 移 動 装 置 ］
　 移 動 装 置 は 特 に 、 か ご を １ 本 の シ ャ フ ト か ら 別 の シ ャ フ ト へ 転 路 す る た め に 使 用 さ れ る
。 こ の 目 的 た め に 、 か ご は 、 回 動 式 に 取 り 付 け ら れ た 、 か ご と 同 じ 高 さ を 有 す る ス パ イ ダ
内 に 上 方 又 は 下 方 か ら 進 入 す る 。 移 動 操 作 は か ご を 同 伴 し た 右 回 り 又 は 左 回 り の 水 平 回 転
運 動 に よ っ て 実 施 さ れ る 。 か ご を 同 伴 し た 回 動 区 画 が シ ャ フ ト 内 の 所 望 の 区 画 の 真 上 に ポ
ジ シ ョ ニ ン グ さ れ る と 、 ス パ イ ダ は 電 気 的 ま た 機 械 式 に ロ ッ ク さ れ る 。 次 い で か ご は そ の
上 昇 運 動 又 は 下 降 運 動 を 続 行 す る こ と が で き る 。 不 動 シ ャ フ ト か ら ス パ イ ダ へ の 動 力 伝 達
及 び 、 場 合 に よ り 、 情 報 の 伝 送 は 例 え ば ス リ ッ プ リ ン グ 接 触 子 又 は フ レ キ シ ブ ル 電 線 路 を
使 用 し て 行 わ れ る 。 情 報 の 伝 送 は 例 え ば 送 受 信 装 置 の 使 用 に よ る 無 線 方 式 で 行 う こ と も 可
能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ４ は 、 ス パ イ ダ ４ １ ０ と し て 形 成 さ れ た 、 コ ー ナ ー 乗 降 口 を 備 え た ４ 台 の 正 方 形 か ご
を 収 容 す る た め の 等 し い ４ 区 画 ４ １ １ ， ４ １ ２ ， ４ １ ３ ， ４ １ ４ を 有 す る 移 動 装 置 の 平 面
図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 移 動 装 置 は 円 形 で あ り 、 ビ ル の １ 階 層 と 同 じ 高 さ を 有 し 、 専 用 の 駆 動 装 置 に よ っ て 左 右
回 り に 回 動 し 得 る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ の 移 動 装 置 は 、 固 定 さ れ た 円 形 シ ャ フ ト 壁 ４
５ に よ っ て 包 囲 さ れ て い る 。 各 区 画 ４ １ １ ， ４ １ ３ ， ４ １ ４ ， ４ １ ５ 用 に 、 専 用 の 駆 動 装
置 を 備 え た 、 湾 曲 し た 、 両 開 き 式 ス ラ イ ド ド ア ４ ７ が シ ャ フ ト 壁 ４ ５ に 組 み 込 ま れ て い る
。 ス パ イ ダ ４ １ ０ の 軸 は シ ャ フ ト 十 字 隔 壁 １ ０ の 中 心 点 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 ス パ イ ダ
４ １ ０ の 各 区 画 ４ １ １ ， ４ １ ２ ， ４ １ ３ ， ４ １ ４ に は ト ラ ッ ク が 備 わ っ て い る 。 そ の た め
、 ス パ イ ダ ４ １ ０ の そ れ ぞ れ の 隔 壁 ４ ０ ９ の 両 面 に は 垂 直 ガ イ ド レ ー ル ２ １ が 設 け ら れ て
い る 。 ス パ イ ダ ４ １ ０ の 直 径 は 、 互 い に 相 反 す る 位 置 に あ る か ご （ 例 え ば ３ ２ ， ３ ４ ） の
外 側 の 角 の 間 の 軸 １ ６ ， １ ８ の 長 さ に 相 当 す る 。 隔 壁 ４ ０ ９ 間 の 、 ス パ イ ダ ４ １ ０ の 各 区
画 ４ １ １ ， ４ １ ２ ， ４ １ ３ ， ４ １ ４ は 、 シ ャ フ ト 壁 ４ ５ に 対 し て 回 転 ド ア 敷 居 ４ ４ に よ っ
て 画 さ れ て い る 。 ル ー ム 高 さ に 設 け ら れ た カ バ リ ン グ ４ ９ が 、 こ れ ら の ド ア 敷 居 の 左 右 に
嵌 め 込 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ５ は 、 右 回 り 又 は 左 回 り に 旋 回 可 能 な 、 か ご ３ ４ を 同 伴 し た ス パ イ ダ ５ １ ０ の 形 の 小
規 模 移 動 装 置 の 平 面 図 を 示 す 。 シ ャ フ ト 壁 ５ ５ は 半 円 形 に 構 成 さ れ て お り 、 ス ラ イ ド ド ア
５ ７ は シ ャ フ ト 壁 ５ ５ に 組 み 込 ま れ て い る 。 図 ５ に 示 し た ス パ イ ダ ５ １ ０ は ４ 分 円 の 形 に
形 成 さ れ て 、 単 一 区 画 ５ １ ４ を 形 成 し て い る 。 そ の 他 の 点 は 図 ４ に 示 し た ス パ イ ダ と 構 造
的 に 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
［ 可 能 な 組 み 合 わ せ ］
　 図 １ に 示 し た ４ 区 画 シ ャ フ ト 、 図 ２ に 示 し た ２ 区 画 シ ャ フ ト 、 及 び 図 ３ に 示 し た １ 区 画
シ ャ フ ト は 、 図 ４ 及 び ５ の ス パ イ ダ と 組 み 合 わ さ れ て 幅 広 い 多 様 な バ リ エ ー シ ョ ン を 提 供
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す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 １ の ４ 区 画 シ ャ フ ト が 図 ４ に 示 し た 完 全 な ス パ イ ダ と 組 み 合 わ さ れ れ ば 、 例 え ば 、 い
ず れ の 場 合 に も 、 ４ 本 の シ ャ フ ト の う ち の ２ 本 に つ き 独 立 し た か ご 循 環 運 動 を 実 現 す る こ
と が で き る 。 別 の バ リ エ ー シ ョ ン に よ れ ば 、 ２ 本 の シ ャ フ ト は 主 交 通 方 向 に 使 用 さ れ 、 第
３ の シ ャ フ ト は か ご の 戻 り に 使 用 さ れ る 。 第 ４ の シ ャ フ ト は 予 備 と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 少 規 模 の 交 通 量 に 対 処 す る 方 法 は 、 図 ５ に 示 し た セ ミ ス パ イ ダ と 組 み 合 わ さ れ た 図 ２ に
示 す ２ 区 画 シ ャ フ ト に よ っ て 提 供 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 複 数 の か ご の 完 全 な 循 環 運 動 を 実
現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 最 小 規 模 の 交 通 量 に 対 処 す る 方 法 は 、 図 ３ に 示 し た 単 一 の シ ャ フ ト と 図 ４ に 示 し た ス パ
イ ダ と の 組 み 合 わ せ に よ っ て 達 成 さ れ る 。 こ の 組 合 せ に よ り 、 ４ 台 以 下 の か ご を シ ャ フ ト
に 沿 っ て 順 次 に 上 部 ス パ イ ダ ま で 上 昇 運 動 さ せ る こ と が で き る 。 次 い で 、 方 向 が 転 換 さ れ
、 ４ 台 の か ご は 再 び 、 逆 の 順 序 で 下 部 ス パ イ ダ ま で 下 降 運 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 基 本 的 に 、 カ ウ ン タ ウ ェ イ ト の 有 無 に か か わ り な く 、 単 一 の シ ャ フ ト を 単 一 の か
ご で 稼 働 さ せ る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
［ 使 用 例 ２ ］
　 従 来 の エ レ ベ ー タ 構 造 は 一 般 に 、 片 開 き 式 又 は 両 開 き 式 の ド ア を 備 え た 正 方 形 又 は 矩 形
の か ご を 基 本 と し て い る 。 こ の た め に 、 コ ス ト パ フ ォ ー マ ン ス に 優 れ た 装 置 が 商 業 的 に 入
手 可 能 で あ る 。 リ ニ ア 駆 動 は 自 走 式 か ご の 駆 動 方 式 と し て 優 れ た 将 来 の 展 望 を 供 す る 。 従
っ て 、 使 用 例 ２ の 構 成 に お い て こ れ ら の 要 求 が 考 慮 さ れ た 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 但 し 、 そ の 他 の 点 で は 使 用 例 １ 及 び ２ の す べ て の 機 能 及 び 応 用 バ リ エ ー シ ョ ン は 同 じ で
あ る こ と か ら 、 以 下 で は 構 成 の 相 違 点 に つ い て の み 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 正 方 形 の シ ャ フ ト に 代 え て 、 図 ６ は 矩 形 の シ ャ フ ト ６ ５ を 示 し て お り 、 こ の シ ャ フ ト は
卍 隔 壁 ６ １ ０ に よ っ て 矩 形 の ４ 区 画 ６ １ １ ， ６ １ ２ ， ６ １ ３ ， ６ １ ４ に 区 分 さ れ て い る 。
各 々 の 区 画 ６ １ １ ， ６ １ ２ ， ６ １ ３ ， ６ １ ４ に は ト ラ ッ ク が 備 わ っ て い る 。 シ ャ フ ト 卍 隔
壁 ６ １ ０ の 平 行 隔 壁 ６ ０ ９ に は 各 区 画 の 内 側 壁 面 に 垂 直 ガ イ ド レ ー ル ６ ２ １ が 設 け ら れ て
い る 。 こ れ ら の 平 行 隔 壁 の 間 の 隔 壁 は リ ニ ア モ ー タ の 能 動 又 は 受 動 部 品 ６ ０ ３ を 担 持 し て
い る 。 対 応 部 品 ６ ０ ４ は そ れ ぞ れ の か ご ６ ３ １ ， ６ ３ ２ ， ６ ３ ３ ， ６ ３ ４ に 配 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 そ れ ぞ れ 独 立 し た ト ラ ッ ク を 有 す る ４ 区 画 ６ １ １ ， ６ １ ２ ， ６ １ ３ ， ６ １ ４ は ま た も 、
か ご の 外 側 の 角 を 通 っ て 水 平 に 延 び る 軸 ６ ０ １ ， ６ ０ ２ が 同 じ く か ご ６ ３ １ ， ６ ３ ２ ， ６
３ ３ ， ６ ３ ４ の 外 側 の 角 を 通 る 仮 想 円 の 中 心 １ ０ ０ を 通 る よ う に し て 互 い に 配 置 さ れ て お
り 、 こ の 中 心 １ ０ ０ は 同 時 に 卍 隔 壁 ６ １ ０ と 配 備 さ れ た 移 動 装 置 と の 中 心 点 を 形 成 し て い
る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 か ご ６ ３ １ ， ６ ３ ２ ， ６ ３ ３ ， ６ ３ ４ と シ ャ フ ト ６ ５ と は そ れ ぞ れ 片 開 き 式 ス ラ イ ド ド
ア ６ ７ ， ６ ６ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ６ に 示 し た ４ 区 画 シ ャ フ ト ６ ５ は 、 使 用 例 １ と 同 様 に 、 ２ 区 画 又 は １ 区 画 の シ ャ フ ト
と し て 実 現 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ７ は 、 隔 壁 ７ ０ ９ を 有 す る 卍 形 ス パ イ ダ ７ １ ０ と し て 形 成 さ れ た 移 動 装 置 を 、 片 開 き
式 ス ラ イ ド ド ア ７ ６ を 備 え た 矩 形 か ご ６ ３ １ ， ６ ３ ２ ， ６ ３ ３ ， ６ ３ ４ と 共 に 示 し た 図 で
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あ る 。 同 図 に は 、 カ バ リ ン グ ７ ９ と 横 並 び に 配 置 さ れ た ド ア 敷 居 ７ ４ が 示 さ れ て い る 。 加
え て 、 シ ャ フ ト ６ ５ と 同 様 に 、 ス パ イ ダ ７ １ ０ は リ ニ ア 駆 動 用 に 装 備 さ れ て い る 。 湾 曲 し
た 単 板 ド ア ７ ７ の そ れ ぞ れ は 専 用 の 駆 動 装 置 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 エ コ ノ ミ ー タ イ プ で は 、 図 ７ に 示 し た 移 動 装 置 は １ 台 の か ご を 収 容 す る 単 一 の 回 動 区 画
を 有 し た 半 円 形 装 置 と し て 実 現 さ れ て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 図 １ 】 コ ー ナ ー 乗 降 口 及 び ４ 本 の 平 行 ト ラ ッ ク を 有 す る 四 辺 形 多 重 利 用 シ ャ フ ト の 水 平
断 面 図 。
【 図 ２ 】 コ ー ナ ー 乗 降 口 及 び ２ 本 の 平 行 ト ラ ッ ク を 有 す る 四 辺 形 多 重 利 用 シ ャ フ ト の 水 平
断 面 図 。
【 図 ３ 】 コ ー ナ ー 乗 降 口 及 び １ 本 の ト ラ ッ ク を 有 す る 四 辺 形 多 重 利 用 シ ャ フ ト の 水 平 断 面
図 。
【 図 ４ 】 ス パ イ ダ と し て 形 成 さ れ た 、 ４ 台 の 正 方 形 か ご を 収 容 す る た め の ４ 区 画 を 有 す る
移 動 装 置 の 平 面 図 。
【 図 ５ 】 半 円 形 に 形 成 さ れ た 、 右 回 り 又 は 左 回 り に 旋 回 可 能 な 、 １ 台 の 正 方 形 か ご を 収 容
す る た め の １ 区 画 を 有 す る 移 動 装 置 の 平 面 図 。
【 図 ６ 】 片 開 き 式 ス ラ イ ド ド ア を 備 え た 矩 形 か ご 用 の 、 ４ 本 の 平 行 ト ラ ッ ク を 有 す る 四 辺
形 多 重 利 用 シ ャ フ ト の 水 平 断 面 図 。
【 図 ７ 】 片 開 き 式 ス ラ イ ド ド ア を 備 え た 矩 形 か ご を 収 容 す る た め の ４ 区 画 を 有 す る 、 卍 形
ス パ イ ダ と し て 設 計 さ れ た 移 動 装 置 の 平 面 図 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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【要約の続き】
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する。
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